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　徳島県行政書士会の「行政書士　とくしま」も関係者の皆様のご協力により、189号を発刊するこ
とができました。ここに厚く御礼申し上げます。
　さて、2020年から始まったコロナ禍は、既に 3年が経とうとしていますが、終息するまで至ってい
ません。この間、私たちの生活スタイルが大きく変わり、「withコロナ」と言われる時代になってき
ました。これまで国際社会の中で日本はデジタル化が遅れているといわれてきましたが、皮肉なこと
にコロナによって一気にデジタル化が進みました。買い物するときは現金で支払うのが主流でしたが、
スマートフォンを使って非接触で決済するようになりました。また、ポイントが付与されるようにな
り、貯まったポイントで買い物をする所謂「ポイ活」も多くの方が利用するようになりました。仕事
においては、これまで対面で協議していたものがWeb方式になり、移動しなくても協議できる「ど
こでもドア」のようになりました。確かに便利で移動時間や交通事故のリスクは回避できましたが、
重要な案件は対面しないと真意が伝わらないと思うのは私だけでしょうか。国が進めるDXはどこま
で進んでいくのでしょうか。我々行政書士は、時代の変化に取り残されないよう新しいものを取り入
れ、サービスを充実していかなければならないことは自明です。しかし、年齢とともに新しいものに
対して心のどこかに拒否感があるのも事実と思います。誰が言ったか「昭和は遠くなりにけり」愚痴
をこぼしてしまいました。ご笑覧ください。
　最後になりましたが、協賛広告にご協力いただきました企業様、多忙ななか掲載文に協力していた
だきました先生方、会報発行にご協力いただきました関係各位、理事の方々に厚く御礼申し上げます。

（徳島南部支部　平尾 芳典）

編 集 後 記
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　明けましておめでとうございます。
　令和５年の新春を迎え、謹んでご挨拶申し上げま
す。会員の皆様におかれましては、日頃より、本会
の事業運営に対しご理解とご協力を賜り、心より御
礼申し上げます。
　また、国民と行政の架け橋となり、地域社会の発
展にご尽力いただいておりますことに重ねて御礼申
し上げます。
　さて、昨年を振り返りますと、ロシアによるウク
ライナへの軍事侵攻に端を発した人権侵害やエネル
ギー危機、急激な円安など、望ましくない社会情勢
が続きました。このような状況下にあっても、日行
連においては、ウクライナ避難民等の支援のために
無料相談窓口を設置し、人道的見地からの活動を
行ってきましたが、本会としても日行連と歩調を合
わせ対応させていただきました。
　新型コロナウイルス感染症については、国におい
て感染症法の分類を「２類相当」から「５類相当」
に引き下げる検討が行われているところですが、依
然としてオミクロン株の流行が続いており終息が見
通せない状況です。国民生活や経済社会に深刻な影
響が続いておりますので、本会としても国や地方自
治体が実施する施策に引き続き協力し、日本経済の
回復に寄与してまいります。
　コロナ禍を契機に急速にデジタル化が進んでおり
ますが、日行連においては、デジタル推進本部を中
心に国に対して様々な提言を行っているところで
す。国や地方自治体がデジタル化を進めるに当たっ
ては、効率や利便を重視して制度やシステムを構築
することが想定されますが、それだけでは最も大切
なことを見失ってしまうことになります。特に許認

可申請については、なりすましや虚偽等の不正申請
を許してしまうことになれば、国民の生命や財産を
侵害することにつながります。
　行政の窓口に向かわずに会社等から申請できるこ
とは大変便利なことではありますが、行政側からす
れば申請者側が正確に見えづらくなることは否めま
せん。行政書士が国民に寄り添い申請手続に関わり、
行政への橋渡しをすれば、不正申請を減らすことが
でき、国民の生命や財産を守ることができます。本
会としましても、県や市町村と連携し、国民の権利
利益に資する行政手続のデジタル化に寄与してまい
ります。
　デジタル化を進めるに当たりマイナンバーカード
の普及が不可欠となりますが、日行連が総務省から
受託しているマイナンバーカード代理申請事業につ
きましては、本会も協力させていただき、全国で
６万件を超える成果を上げることができました。当
該事業にご尽力いただきました関係各位の皆様には
この場をお借りしまして厚く御礼申し上げます。
　これからも国民の皆様から、「そうだ、行政書士
に相談しよう！」と頼りにしていただける行政書士
像を確立してまいります。新型コロナウイルスの一
日も早い終息を願いながら、本会が一丸となって活
動していきたいと考えておりますので、皆様におか
れましては、今後ともご支援、ご協力を賜りますよ
う宜しくお願い申し上げます。
　新型コロナウイルスが終息し、本年が世界中の皆
様にとって平和で素晴らしい年になりますことを祈
念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただきま
す。

新年のごあいさつ

徳島県行政書士会会長

松 村 和 人
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　明けましておめでとうございます。
　皆様には、輝かしい新年をお健やかにお迎えのこ
とと、心からお慶び申し上げます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症の影響が長引
く中、ロシアのウクライナ侵攻により、国際秩序が
大きく揺らぐとともに、世界中でエネルギー価格や
物価が高騰するなど、世界情勢が激変した一年とな
りました。
　本県では、この歴史的な危機に対し、県民の皆様
の「暮らしと命」、「業と雇用」を守るため、「宿泊助成」
や「飲食・交通・生活衛生」３つのプレミアムクー
ポン事業による需要喚起をはじめ、借り換え需要に
応える「資金繰り支援」の充実強化や「燃油・飼料・
肥料の価格高騰による負担」の軽減、さらには、経
済的に困窮する方々への「支援金の給付」や子ども
食堂への障がい者就労支援施設等で生産された県産
食品や県産米の支給など、切れ目の無い支援を実施
して参りました。
　加えて、新型コロナワクチン追加接種の加速や感
染傾向を踏まえた無料抗原検査の推進、「全数調査
の見直し」後も誰一人取り残さない、「とくしま健
康フォローアップセンター」による療養者支援など、
ウィズ・コロナ対策を講じて参りました。
　一方、南海トラフ巨大地震を迎え撃つ「命の道」
徳島南部自動車道では、「徳島 JCT ～徳島沖洲 IC」
の開通により、「沖洲・津田地区」が全国の高速道
路網に直結！その効果が工業地価格の「24 年ぶり
の上昇」や「四国最大の伸び率」に現れるなど、経
済活性化の好循環が生まれ、南伸に向けて大いに弾
みがつきました。
 また、JR はじめ「地方公共交通の存続危機」が全
国で顕在化する中、「JR 牟岐線」の維持存続に強い
危機感を持って取り組んできた本県では、鉄道とバ
スの「乗継連携」から全国初「共同経営」への進化、
阿佐東線への世界初、鉄路と道路を走る DMV の導
入など、他地域のモデルとなる施策を実装、国土交
通大臣表彰と総務大臣賞をダブル受賞するなど、高
い評価をいただきました。

　さらに、e スポーツやアニメを楽しめる「デジタ
ルスタジオ」はじめ多彩な機能と快適な空間を備え
た「新生・青少年センター」が JR 徳島駅前アミコ
ビルにグランドオープンするとともに、設計作業が
進む「徳島文化芸術ホール（仮称）」では、若者世
代はじめ様々な年代、立場の方々から、想いや希望
のこもったご意見をいただくなど、県内のにぎわい
創出に向け、期待が高まっております。
　さて、今年の干支は「癸卯（みずのと・う）」。「癸」
は物事を揆（はか）る基準を表し、万事筋道を立て
て処理すれば「吉」、誤ると「凶」を意味し、「卯」
は門扉を開いた姿を象形するとともに、茆（かや）
に通じ「良いと繁栄、悪いと紛糾」を意味します。
そこで、「癸卯」は、「筋道を立てて事を進めれば「繁
栄」が約束され、怠れば紛糾し、混乱へと向かう」
とされます。
　いよいよ「大阪・関西万博」まで２年、消費者行
政・消費者教育はじめ「SDGs 先進県・徳島」とし
ての高いポテンシャルや「5G 遠隔医療」、究極のク
リーンエネルギー「水素」など、本県がリードして
きた分野を世界に発信し、新たな人の流れを積極的
に呼び込んで参ります。また、半世紀越しの「プロ
野球公式戦」開催の夢をのせた「オロナミンＣ球場」
の改築、世界中のサイクリストと本県との夢の架け
橋「大鳴門橋自転車道」の早期整備など、世界が注
目する徳島の更なる発展の礎を構築して参ります。
　行政書士の皆様におかれましては、身近な「行政
手続の専門家」として、ますますご活躍いただくと
ともに、県の取組みに、なお一層のお力添えを賜り
ますよう、よろしくお願い申し上げます。

新年のごあいさつ
徳島県知事 飯 泉 嘉 門
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　新年明けましておめでとうございます。
　徳島県行政書士会の皆様には、健やかに新年をお
迎えのことと、心からお慶び申し上げます。
　松村会長をはじめ、会員の皆様方におかれまして
は、日頃より県民と行政との架け橋となり、地域社
会の発展にご尽力いただいておりますことに御礼申
し上げます。
　さて、コロナ禍を契機に社会全体で急速なデジタ
ル化が進められています。昨年 10 月には、河野デ
ジタル相が現在、紙などで発行されている健康保険
証を 2024 年秋で廃止し、マイナンバーカードと一
本化させる方針を発表しました。このことを受けて、
カードの申請や普及に、より一層拍車がかかること
が予想されます。行政書士会会員の皆様には、カー
ドの普及事業を総務省から昨年より委託されてお

り、県民に寄り添ったきめ細やかなサポートがあっ
てこそ進められる、とても重要な役割を担っていた
だいております。
　このような時代の変革期にあって長年にわたり
様々な行政手続きに精通し、幅広い知識と経験を
持って、時代の変化や制度の改正に対応してこられ
た会員の皆様方に期待しております。
　昨年を振り返ると、ロシアによるウクライナ侵略
が経済に及ぼす影響や、また新型コロナウィルスの
影響が克服された、これからの経済を見据える一年
であったように思われます。2023 年は、癸卯〔み
ずのとう〕の年で、十干の 10 番目にあたる「癸」
と十二支の４番目にあたる「卯」の組み合わせから
これまでの努力が実を結び、勢いよく成長し希望が
あふれ縁起が良いという言い伝えがあるようです。
コロナ禍での苦労が実を結び、みなさまにとって良
い一年になるよう祈念いたします。
　結びに、徳島県行政書士会にとりまして、うさぎ
のように『飛躍』する益々のご活躍と会員の皆様の
ご健康をお祈り申し上げ、新年のご挨拶とさせてい
ただきます。

　きびしい師走から寒い朝の中で迎える新春。気を
ひきしめて、謹んでお祝い申し上げます。
　コロナ感染症拡大防止のためのあらゆる予算を有
効活用しながら、県版セーフティーネットの構築に
全力ですが、行政書士会の皆さんに大変なご苦労を
おかけいたしております。
　感謝でいっぱいです。
　昨年 11 月 30 日の代表質問で大阪・関西万博の徳
島まるごとパビリオンの魅力発進や機運醸成、比較
的関心の低い東京をターゲットにする事が大事で、
他県に先がけて「万博と徳島」を首都圏にと訴えま
したが、まさに今こそ、万博がもたらす効果にむかっ
て真剣に取り組むべきです。この一年、いや半年が
大切だと思います。
　経済対策（資金繰り支援と需要喚起策）は、厳し

い経営状況が続く県内事業者への資金繰り支援、ゼ
ロゼロ融資等の新たな保証制度等、多くの施策を打
ち出すべきであり、行政書士会の皆さんにご支援を
お願いすることになると思います。旅行業、交通、
飲食・宿泊サービス業は旅行応援割やプレミアム食
事券を切れ目なく延長するとの確約をいただいた
が、それだけでは戻らないでしょう !!
　昨日とは少し違う自分へ、県政は混乱の政治から
成熟期に入らなければ—いけない !! 成熟は一日
にしてならずですが、その道は成熟を目指したとた
んに開けていきますから !!
　「和して同ぜず」教科書で学ばなかった祖母の知
恵がそこにあります。まずは和することから、みん
ながひとつになってふるさと徳島のために汗を流
す。県民の思いを聞きとることです。課題山積です
が、行政書士会の皆さんの御指導をいただきながら、
やりぬきます。
　知恵をしぼり、実効あるのみです。
　コロナに負けるな、今年度も会長はじめ皆さんの
御健勝をひたすらお祈りいたします。
　今年こそ夢多き年を創りましょう。

徳島県議会議員

井 川 龍 二

関西広域連合議会副議長
徳島県議会議員

岡 本 富 治
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　新年、明けましておめでとうございます。
　昨年は、長引く新型コロナウイルス感染症に加え、
２月のロシアによるウクライナ侵攻といった世界の
混乱が原油価格・物価を押し上げ、さらに日米の金
融政策の違いによる円安が一層拍車をかける形とな
り、日本国内の経済に大きな影響を与えた一年であ
りました。
　またその影響は、これまで国民生活の回復を目指
したアフター・ウイズコロナ時代における経済対策
に水を差す形となり、新たな経済回復に向けた施策
の実現が急務となってきております。
　そのような中、徳島県行政書士会の皆さまにおか
れましては、新型コロナをはじめ、様々な影響を受
けた事業所及び県民に対して国、県等の補助金や
様々な支援制度の紹介や資金繰りサポート等を実施

して頂きましたことは、特に徳島県経済を下支え頂
いております県内中小・小規模事業者、個人事業主
の皆さまにとっては大変心強く、さらに物価高騰等
に対する支援におきましても今後、さらにお力添え
を頂けるものと、心よりお願い申し上げますととも
に、様々な社会問題解決に向けて、県民皆さまから
必要とされ、信頼され続ける「身近な街の法律家」
として今後、益々ご活躍されますことをご期待申し
上げる次第です。
　今後の社会においては、行政手続きのデジタル
化・DX 化がさらに加速する一方、様々な場面でな
りすましや詐欺などによる被害の増加も見受けられ
ます。県内において、そのような被害が発生しない
よう、そして国民・県民の権利利益が侵害されるこ
とがないよう、引き続き徳島県行政書士会の皆さま
のお力添えと専門的なお立場からのご支援をなお一
層賜りますよう、心よりお願い申し上げます。
　最後に、徳島県行政書士会の益々のご発展と、会
員皆さまのご健勝、ご多幸をお祈り申し上げ、ごあ
いさつとさせて頂きます。

　令和 5 年の年明けに際し、新春お慶び申し上げま
す。
　旧年中におきましても、県議会議員として、元気
いっぱい活動させていただくことができました。お
支え頂いております、貴会会員の皆様に対し感謝の
気持ちでいっぱいです。
　さて、アフターコロナ時代がようやく訪れ、年末
年始におきましてもコロナ前の活気が若干取り戻す
ことができたのではないでしょうか。
　一方で、ロシアのウクライナ侵攻による円安や重
なる国債の発行による国の財政状況の厳しさの影響
より、物価高が、県民の家計を苦しめる事態となっ
てしまいました。
　この状況の解決策は、家計における可処分所得を
上げるということが大切な施策になるということ、

積極財政への転換で、物価上昇分以上に給料を上げ
る経済を実現するために、経営者の皆さんが、人件
費に負担に置き換えていただけるような、施策を施
し促していくことが、地方政治や地方経済にとって
も重要な課題であると考えます。
　私は、本年、議員活動 10 年目を迎えさせていた
だきました。阿南市議を２期５年半、県議を１期４
年の任期を終え、この春には、改めて、県議会議員
としての改選を迎えます。
　これまでの 10 年間の活動にご協力いただきまし
た事に、感謝を致しますとともに、今後におきまし
ても、先に申し上げた喫緊の課題を解決するべく、
粉骨砕身、石にかじりついてでも、精進して参りま
すので、貴会、貴会員の皆様におかれましても今後
も、御指導いただければ幸いです。
　結びに、この新たな年、本年一年が、会員の皆様
方、また、ご家族ご親族、すべての皆様方にとって、
平穏で希望にあふれた一年となりますことをご祈念
いたしまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

徳島県議会議員

北 島 一 人

徳島県議会議員

仁 木 啓 人
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　新年、明けましておめでとうございます。
　徳島県行政書士会会員の皆様には、健やかに新春
をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。
　松村会長様をはじめ、会員の皆様におかれまして
は、日頃より、市民と行政との架け橋となり、市民
生活の向上と公共の福祉の増進に御尽力いただいて
おりますことに深く敬意を表しますとともに、心か
ら感謝を申し上げます。
　また、会員の皆様に御協力をいただき、本市で毎
週火曜日に実施しております「暮らしの相談事業・
行政書士相談」では、多くの市民の方々の問題解決
に向け、適切な御助言をいただいておりますことに、
改めて深く感謝を申し上げます。
　さて、御承知のとおり、我が国は、人口減少や少
子高齢の進行、自然災害の頻発化・激甚化などに加

え、長引く新型コロナウイルス感染症への対応や世
界情勢の影響に伴うエネルギ―や食料品等の生活必
需品の物価高騰に直面するなど、厳しい状況にござ
います。
　こうした中、本市におきましては、市民の皆様の
生活や地域経済をしっかりと支えながら、徳島市が
持続的に発展を遂げられるよう、物価高騰に直面す
る市民や事業者の皆様への支援をはじめ、「新型コ
ロナウイルス感染症対策」や「中心市街地の活性化」、

「子ども・子育て支援の充実」、「防災減災対策の充実・
強化」など、様々な市政の重要課題の解決に向けて
懸命に取り組んでいるところでございます。
　徳島県行政書士会会員の皆様におかれましては、
今後とも、その豊かな知識と御経験を基に、本市発
展のため、なお一層のお力添えを賜りますようお願
い申し上げます。
　結びに、徳島県行政書士会の今後ますますの御発
展と、本年が会員の皆様にとりまして希望にあふれ
る輝かしい年となりますよう、祈念いたしまして、
新年の御挨拶とさせていただきます。

徳島市長

内 藤 佐和子

　新年明けましておめでとうございます。
　徳島県行政書士会の会員の皆様におかれまして
は、お健やかに新春をお迎えのことと心よりお慶び
申し上げます。また、本市におきまして市民の方を
対象とした無料の法律相談を開催していただくな
ど、格別のご尽力賜っておりますこと、心より厚く
御礼申し上げます。
　さて、昨年を振り返ってみますと、新型コロナウ
イルス感染症の変異株や派生型が相次いで出現した
ことにより、感染が急拡大し、第６波、第７波を迎
えるなど、その度に対応に追われる 1 年でありまし
た。感染者数や自宅療養者数が過去最多を更新した
とのニュースが何度も報じられ、経済活動の維持と
医療現場のひっ迫回避のため「BA.5 対策強化宣言」
が発出されるなど、３年を経過した今でも収束の気
配を見せておりません。
　10 月に入り、入国者の受入制限の段階的な緩和、

感染者数の全数把握の見直しや、療養期間の短縮が
実施されるなど、経済活動の再開に向けた動きも
徐々に広がりを見せているところですが、徳島県の
累計感染者数は 10 万人を超え、新型コロナウイル
スとインフルエンザとの同時流行も警戒されている
ため、予断を許さない状況は続いております。
　こうした中、本年は卯年であります。そして、卯
年の中でも「癸卯」であり、寒気が緩み、萌芽を促
す年であるといわれております。コロナ禍以降、厳
しい冬の時代が続く世の中に春が訪れ、よりよい未
来が迎えられることを期待しているところでござい
ます。
　また、本市におきましても、１日も早いコロナ禍
の収束に向け、そして、市民皆様の一助となります
よう実情に沿った市政運営に引き続き尽力してまい
ります。
　徳島県行政書士会の皆様方には、豊富な知見によ
り専門的なお立場から引き続きご指導ご鞭撻を賜り
ますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。
　結びとなりますが、徳島県行政書士会の今後ます
ますのご発展と、会員皆様のご健勝とご多幸を心よ
り祈念申し上げまして、新年のご挨拶といたします。

鳴門市長

泉 　 理 彦
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　新年、明けましておめでとうございます。
　皆様方におかれましては、輝かしい希望に満ちた
新年を健やかにお迎えのこととお慶び申し上げま
す。また、日頃から、正確で迅速な行政手続きの実
施はもとより、市政各般にわたり、温かいご支援と
ご協力を賜り、心から御礼を申し上げます。
　相次ぐ変異株の出現等により、新型コロナウイル
スは感染の波を繰り返し、依然として収束の見通し
が立たない状況が続いておりますが、感染者数の届
出や療養期間の見直しなど、少しずつ社会経済活動
の回復に向けた動きがみられるようになりました。
本市でも、昨年 11 月には、「秋まつり」と「活竹
祭」を３年ぶりに開催し、市内外から多くの皆さん
にご参加をいただき、マスク越しでも分かるほどの
たくさんの笑顔が溢れる大盛況のイベントとなりま
した。
　さて、昨年 12 月で、私が阿南市長の職を預から

せていただいて丸３年が経過いたしました。コロナ
とともに歩んできたと言っても過言ではないこの３
年間、私はふるさと阿南の可能性を最大限に引き出
し、市民の皆様とともに新時代の阿南を切り拓きた
いという思いで、様々なチャレンジを行ってまいり
ました。任期の残り１年間におきましては、行財政
改革を着実に進め、あらゆる変化に対応し得るしな
やかな財政基盤の確立に向け取り組んでまいります。
　また、阿南の未来を創っていくためには、政策を
市民の皆様と共有し、まちの未来を自分ごとに引き
寄せることが肝心であると考えておりますので、こ
れまで以上に対話を大切にしながら、山積する行政
課題に挑戦してまいります。
　今後、ますます加速する人口減少、少子高齢化、
また、市民ニーズの多様化、複雑化が進む現代社会
において、地域住民にとって最も身近な法律の専門
家として、また、地域住民と行政の橋渡し役として、
そのお力が必要とされ、行政書士の皆様に寄せられ
る期待は高まっております。皆様方におかれまして
は、今後とも、ますます研鑽を積まれ、なお一層の
ご活躍をされますようご期待申し上げます。
　結びになりますが、徳島県行政書士会の限りない
ご発展と、会員の皆様方のご健勝とご多幸を心より
祈念申し上げ、年頭のご挨拶とさせていただきます。

　新年明けましておめでとうございます。
　松村会長をはじめ、徳島県行政書士会の皆様方に
おかれましては健やかに新春をお迎えのことと心よ
りお慶び申し上げますとともに、日頃から市政各般
にわたり、ご支援ご協力を賜り、心より厚く御礼申
し上げます。
　さて、昨年は長期に渡る新型コロナウイルス感染
症、またウクライナ危機等の影響により、物価の高
騰に悩まされた年でありました。総務省が発表した
10 月の全国消費者物価指数では、前年同月比 3.6％
上昇の 103.4 であり、第２次石油危機の最終盤でイ
ンフレが長期化していた 1982 年２月以来 40 年８ヶ
月ぶりの伸び率となりました。こういった物価の高
騰は地域経済の中核となる中小企業・小規模事業者
にとって大きなダメージを与えており、本格的回復
に向けた見通しは立っていないのが現状であります。
　本市では、地域経済の好循環を図るため、企業の
テレワーク導入支援や在宅型テレワークの普及啓発

事業を展開するなど、雇用機会の確保と多様な人材
の活躍の促進に努めています。特に政府が掲げる「新
しい資本主義」の第一の柱である、人への投資にか
かわる政策は労働人口減少の中で最も有効であると
考え、昨年 10 月から民間企業と連携して「リスキ
リング（学び直し）」での人材育成にも取り組んで
います。このように、働き方改革やＤＸの推進を進
めることで様々な課題に直面する中小企業・小規模
事業者の支援を積極的に行いたいと思います。
　しかしながら、急速な人口減少・少子高齢化の進
展に加え、相次ぐ自然災害の発生、更には、新型コ
ロナウイルス感染症、ウクライナ危機等による経済・
財政問題など、本市を取り巻く環境は、厳しさを増
しており、多様化・深刻化する政策課題への対応が
喫緊の課題となっております。
　徳島県行政書士会の皆様方におかれましては、頼
れる街の法律家として、ますますご活躍をいただく
とともに、本市の取組みに、なお一層のお力添えを
賜りますようよろしくお願い申し上げます。
　結びにあたりまして、日々ご尽力いただいており
ます徳島県行政書士会の益々のご発展と、会員の皆
様に心より感謝申し上げますとともに、本年が皆様
にとりまして幸多き素晴らしい年となりますよう心
よりお祈り申し上げまして、新年のご挨拶とさせて
いただきます。

小松島市長

中 山 俊 雄

阿南市長

表 原 立 磨
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　あけましておめでとうございます。
　徳島県行政書士会の皆様には、新春を健やかにお
迎えのこととお慶び申し上げます。昨年中は、三好
市政の推進に温かいご支援とご協力をいただき、厚
くお礼申し上げます。
　昨年は、長引くコロナ禍に加えて、燃料価格の高
騰や物価高騰が、市民生活や地域経済に大きな影響
を与えた一年であったと思います。市としても、感
染拡大防止とともに、市民の皆様の命と生活を守る
ため、多岐にわたるきめ細かい支援や市独自の施策
などを早期に取り組んでまいりました。
　一方で、昨年のお盆は規模縮小ではありましたが
３年ぶりに「いけだ阿波おどり」を開催し久々にま
ちなかに賑わいが戻ったことや、三好市西祖谷地区
に伝わる「西祖谷の神代踊」が構成のひとつとなっ
ている民俗芸能「風流踊」が、ユネスコ無形文化遺
産に登録が決定されるという嬉しいニュースもあり

ました。
　また市政運営では、これまで取り組んできた市役
所本庁舎の建設と池田町中心部のまちづくりが、着
実に前進した一年でありました。
　新庁舎においては、昨年無事に建設工事を発注す
ることができました。資材の調達をはじめ厳しい状
況にありますが、2024 年には供用開始できるよう、
関係者の皆様のご協力をいただきながら、引き続き
事業を進めてまいります。
　池田町中心部のまちづくりでは、市有地であるサ
ンライズビル跡地に、県と共同で、２階３階に池田
高校総合寄宿舎、１階には地域の方々が会議や生涯
学習、イベントなどに使える公共施設を整備するこ
ととなりました。今年は、船井電機跡地の利活用に
ついても、防災減災対策上の観点、利便性や必要性、
地理的特性、行政コストとサービスの効率化、人口
構造の変化など総合的な視点で、検討を始めたいと
考えています。これからも、住民の幸福度の高いま
ちづくりと、持続可能な地域社会の実現に向けて取
り組んでまいりますので、ご指導ご鞭撻をよろしく
お願い申し上げます。
　皆様にとって、本年が希望に満ちた一年となりま
すよう心からお祈り申し上げ、年頭のご挨拶といた
します。

三好市長

高 井 美 穂

　新年明けましておめでとうございます。
　松村会長をはじめ、行政書士会の皆さまにおかれ
ましては、清々しい新春をお迎えのことと心よりお
慶び申し上げますとともに、旧年中は町行政全般に
わたりまして、温かいご支援ご協力を賜りましたこ
と、心から厚く御礼申し上げます。
　新型コロナウィルス感染症の影響が長期化してお
りますが、これまでの経験と知見を生かし、官民協
働で様々な工夫をおこないながら、以前のような活
気を取り戻すため、本当の意味でのウィズコロナ、
アフターコロナにむけ始動していきたいと感じてお
ります。
　さて、石井町では、誰もが快適に、かつ、安全で
安心して暮らせるまちを目指し、総合戦略の基本目
標として掲げている「住みたい、住み続けたい　選
ばれるまち石井町の実現」に向け、各種施策を進め
ておりますが、住民の方々をはじめ多くの皆様方の

ご協力により、賃貸住宅建設大手会社による満足度
調査で、2020 年、2021 年と２年連続「住みここち
四国一」をいただくとともに、2022 年には「住み
続けたい街四国一」となることができました。
　今後、DX の更なる推進により、地域経済の活性
化や利便性の向上を追求しつつも、効率化だけを観
点に置くのではなく、人と人とが触れ合える温かみ
のあるまちづくりを目指し、住民福祉の向上に邁進
して参ります。
　めまぐるしく時代が変わり続ける中で、頼れる街
の法律家として専門知識を有するとともに、多種多
様な業務に精通しておられる行政書士の先生方と、
積極的な意見交換等を通じて様々なご提言をいただ
く中で、小さくてもキラリと光る石井町の実現に向
け取り組んで参ります。
　今後におきましても、地域の身近な良き相談相手
として、町民の方々に一助を賜りますとともに、町
行政に対しましては専門的知見からのご指導いただ
きますようお願い申し上げます。
　結びにあたり、本年が行政書士会の皆様方にとり
まして、輝かしい飛躍の年となりますことを心より
ご祈念申し上げ、新年の挨拶と致します。本年もど
うぞよろしくお願いいたします。

石井町長

小 林 智 仁
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　令和５年の新春を迎えるに当たり、謹んで新年の
ご挨拶を申し上げます。
松村会長をはじめ、徳島県行政書士会の会員の皆様
方におかれましては、健やかに新年をお迎えのこと
と心からお慶び申し上げます。
　また、日頃から頼れる街の法律家として、本町の
広範多岐にわたる行政手続きの円滑な運営に多大な
るご協力を賜っておりますことに心から感謝を申し
上げます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に
加えウクライナ問題などの社会情勢が重なり合い、
燃料や原材料価格をはじめとした物価高騰というこ
れまでに経験のない危機に直面し、町民の皆様の安
心・安全な生活を守ることを最優先に、感染拡大の
防止と地域経済の回復に全職員一丸となって取り組
んでまいりました。
　しかしながら未だ多くの課題があり前途多難では

ありますが、町長としての初心を忘れることなく町
民に寄り添い、話に耳を傾け、職員とともに知恵を
出し合い、ひとつひとつ誠意を持って課題解決に取
り組み、あらゆる世代が『住み続けたい町』となる
よう、幸せが実感できるまちづくりを引き続き目指
してまいります。そして、今年こそ明るい話題のあ
る一年となるよう、新年においても常にチャレンジ
精神をもって、小さくてもキラリと光るまちづくり
実現へ町政を進めてまいりますので、皆様方には専
門的なお立場からのご指導ご協力を賜りますようよ
ろしくお願い申し上げます。
　広範囲にわたる町民の権利や利益を守っていくた
めには、行政書士の皆様の高度な専門知識や経験は
必要不可欠であり、貴会が果たす役割はますます重
要になっていくものと考えております。
　また、貴会が積極的に取り組まれている無料相談
会や成年後見制度の推進などの社会貢献活動は大変
心強いものであり、今後もこのような活動が展開さ
れますことを期待しております。
結びに、徳島県行政書士会の更なるご発展と、本年
が会員の皆様方にとりまして、素晴らしい一年とな
りますことを心から祈念申し上げまして、新年のご
挨拶といたします。

　新年、明けましておめでとうございます。
　松村会長をはじめ、徳島県行政書士会の皆様には、
輝かしく希望に満ちた新春をお迎えのことと心から
お慶び申し上げます。また日頃より、行政手続の円
滑な実施にご協力いただくとともに、住民生活に密
着した的確な法務サービスの提供にご尽力されてお
りますことに、改めて深く敬意を表する次第であり
ます。
　さて、私たちが経験したことがない未知のウイル
ス・新型コロナウイルスの出現から、
３年が経過しようとしています。繰り返し変異する
ウイルスの特性から、これまで何度も
　大きな感染の波が押し寄せ、未だ完全な収束は見
通せない状況にあります。
　本町におきましても、町民の皆様に換気や手洗い
などの基本的な感染対策の徹底を呼びかけるととも
に、町医師会と連携しワクチン接種を希望される方

への速やかな接種を進めております。
　一方、これまでの行動制限や経済活動の制限を見
直し、ウイルスと併存する「ウイズコロナ」の浸透
が図られており、今年こそは国民が願う、日常生活
の回復と経済活動の正常化が進むものと大いに期待
しているところであります。
　しかしながら、昨年のロシアによるウクライナ侵
攻や急速に進んだ円安に伴う物価高は、コロナ禍か
らの回復を進める上で、大きな懸念材料となってお
り、本町では、全ての世帯への生活支援や、高齢者・
子育て世帯の負担軽減を図る商品券事業を展開する
とともに、社会福祉施設や農業者に対する支援を積
極的に進めております。
　このように社会経済環境が大きく変化するなか、
豊富な知識や経験、専門的な知見を有する徳島県行
政書士会の会員の皆様の果たす役割は、ますます大
きくなってまいります。
　引き続き、住民生活の向上と地域社会の発展にお
力添えをいただきますよう、お願い申し上げます。
結びとなりますが、徳島県行政書士会の限りない発
展と、会員の皆様のご健勝とご多幸、
さらなるご活躍を心より祈念いたしまして、新年の
ご挨拶といたします。

上板町長

松 田 卓 男

藍住町長

髙 橋 英 夫
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▪日　時
令和４年 10 月 28 日（金）午後１時 30 分開始

▪場　所
ザ グランドパレス ３階スタールーム

（徳島市寺島本町西）
▪出席者

日行連：常住会長、相羽副会長、大山事務局員
高知会：田岡会長、松本副会長、西尾理事、小松

理事
愛媛会：山本会長、久保副会長、平塚副会長、中

山副会長、盛川総務部長、岡田政治連盟
幹事長

香川会：松本会長、石川副会長、横田副会長、横
田副会長

徳島会：松村会長、中川副会長、森総務部長、花
野企画部長、友兼業務指導部長

【オブザーバー】
日政連：井口由美子会長、杉山久美子副会長
徳島会：河野副会長、楮本広報部長、森江監察部

長、大原企画副部長、岩佐広報副部長

　冒頭、日行連の常住豊会長から行政書士法は議員
立法であることをふまえ、「報酬を得て」の削除や
財産管理業務の明文化など法改正に向けて行政法学
者の協力も得ながら総務省への働きかけの活動を
行っていることについて説明が行われた。
　次に単位会から日行連へ次のような要望が出され
た。

①行政書士試験の抜本的見直し
②行政書士業務のデジタル化への対応と事務局業

務の簡素化
③日本行政書士会連合会の理事会をオンラインと

対面のハイブリット開催とする
④各会監察担当者の意見交換会（情報交換会）の

開催
　また、四国の各単位会の活動について、マイナン
バーカード代理申請に関することを中心に補助金代
理申請業務などの現状が報告され、今後のデジタル
化について、行政書士のデジタル証明が必須になる
ことから、日行連での対応を求める声があった。こ
れについては、日行連としてもシステム変更などの
検討に入っており、行政のデジタル化に対応する必
要があるとの認識は共有しているとのことであっ
た。
　最後に、今後の四国地方協議会運営に関して、次
のような意見が各単位会から出され、引き続き、検
討することとなった。

①現在１年交代となっている開催担当単位会を２
年交代にする

②四国の会員全体に向けての研修会を行うべき
③協議会の開催は月末が多いが月の初めか中旬開

催がよい
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報告

1. 実施期間
令和４年 10 月１日から同年 10 月 31 日

2. 活動内容
⑴広報活動

①新聞広告の掲載
１）令和４年 10 月１日の徳島新聞朝刊に全面

広告を掲載しました。
　掲載日が土曜日だったこともあり、お客様
や普段連絡を取っていない知人から広告を見
たとの連絡をもらい新聞広告の効果を感じま
した。

２）徳島新聞朝刊の情報とくしま欄に無料電話
相談の案内が 10 回掲載されました。

②チラシ・ポスターの配布
　2000 枚のチラシを作成し、ポスターととも
に公的機関を中心に配布しました。

③自治体広報誌での告知
　広報とくしまに掲載しました。

④ HP での告知
　徳島県行政書士会のホームページに掲載しま
した。

⑵相談会
①電話相談会

　令和４年 10 月３日、10 月 17 日に徳島県行
政書士会事務局で無料電話相談を２日間延べ４
名の広報部員で 27 件対応しました。
　相談内容は、遺言・相続 21 件、各種契約２件、
不動産関係１件、その他２件となっております。

②支部相談会
　徳島：４回、徳島中央：２回、徳島西部：３
回、徳島南部：３回、鳴門板野：６回、美馬三
好：１回
　合計 19 回の相談会を実施し、全支部合計で
43 件対応しました。
　相談内容は、遺言・相続 32 件、各種契約２件、
不動産関係３件、農地転用１件、その他５件と
なっております。
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報告

　行政書士制度広報の一環として、昨年から活動し
ている非行政書士排除に関する協力要請を既に要請
済みの９市町村に加えて２町に行いました。

▪目的
　徳島県及び市町村に対し許認可申請等を行う場
合、申請人のなりすましを防止し、申請の真正性
を確保するなど住民の権利擁護と利益保護を図る
とともに、行政書士が代理人として関与すること
により行政手続きの適正化が促進され、徳島県及
び各市町村の事務負担の軽減ならびに行政の円滑
な運営に資すること

▪要請内容
１. 各許認可等の申請窓口への非行政書士に対す

る注意喚起プレートの設置
　行政書士法（昭和二十六年法律第四号）第
十九条抜粋を記載して、法律を周知徹底させる

２. 申請様式への行政書士代理人欄の設置
　紙の申請はもとより、行政手続きのデジタル
化においても申請様式に行政書士代理人欄が設
置されることにより非行政書士が手続きするこ
とを防止する

３. 委任状様式を行政書士への委任専用とすること
　第三者（ブローカー、関連業者、行政書士以
外の士業者など）が行政書士法に違反し、申請
代理を行うことを防止する

▪市町村への要請日
令和 4 年 8 月22日　藍住町
　　　　11月14日　上板町

制度広報・非行政書士
排除活動について
報告者 広報部長 楮本あゆみ

髙橋英夫藍住町長と松村会長

松田卓男上板町長と松村会長
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　令和４年９月 12 日（月）アスティとくしま第
１会議室において、理事、支部長、監察委員合同
会議が開催され、次の議題について審議を行いま
した。

1. 監察委員の委嘱について
　徳島西部支部の監察委員の補充について、原
案どおり承認された。

2. 令和４年度行政書士制度広報月間の実施につ
いて
　広報月間実施基本要綱（案）について、協議
の結果、原案どおり承認された。　　

3. 長期会費滞納者の措置について
　長期会費滞納者１名について、協議の結果、
廃業勧告することに決定した。

4. 支部再編成等規則の一部改正案について
　鳴門板野支部の名称を「鳴門・板野支部」に
改正することについて、協議の結果、　承認さ
れた。

5. その他
⃝行政書士試験について

　試験場責任者から今年度の試験日程、会場
等について説明があり、試験に対する協力の
お願いがあった。

⃝徳島県士業ソフトボール大会について
　企画部長から 10 月 30 日 ( 日 ) に開催され
る士業ソフトボール大会の説明があり、参加
のお願いがあった。

⃝自動車関係について
　中川副会長から OSS について報告があっ
た。

⃝職務上請求書の取扱について
　総務部長から職務上請求書の取扱の変更に
ついて説明があった。

   ⃝マイナンバー代理申請事業について
　村上副会長から、マイナンバー代理申請事
業について報告があった。

　令和４年 11 月 28 日（月）本会会議室において、
理事会が開催され、次の議題について審議を行い
ました。

1. 令和４年度行政書士制度広報月間の実施報告
について
　行政書士制度広報月間の事業報告書につい
て、協議の結果、報告書 ( 案 ) のとおり　日行
連に提出することに決定した。

2. 長期会費滞納者の措置について
　長期会費滞納者１名について、廃業勧告をし
たが期限内に納入がなかったため、協議の結果、
少額訴訟をすることに決定した。

3. その他
⃝業務指導部から報告

　中川副会長から OSS 等について説明が
あった。

⃝役員合同会議、令和５年度定時総会の日程に
ついて
・役員合同会議、新年互礼会
　令和５年１月 27 日（金）
・令和５年度定時総会
　令和５年５月 20 日（土）

⃝行政書士試験について
　試験場責任者から、今年度の試験について
報告があった。

⃝士業ネットワーク無料相談会について
　令和４年 12 月 10 日（土）
　アスティ徳島　

⃝顧問弁護士について
　顧問弁護士の今後の対応について、協議
の結果、正副会長に一任することに決定し　 
た。

理事・支部長・監察委員
合同会議報告 理事会報告
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報告

　2022 年９月 20 日 13:30 ～ 17:00、Zoom にて意
見交換会に参加をさせて頂きました。はじめに、国
際部門の令和４年度事業の説明があり、ブロックご
との地方協議会による意見交換会（当該会）、ウク
ライナ支援状況、入管法令セミナー、情報収集、の
大きく４事業で運営をしているとのことでした。
　その後の意見交換会については、入管との交流を
どのように図るか（図っているか）、単位会と公共
団体との相談業務などの包括的な委託契約について
の取り組み状況、特定技能登録支援機関と行政書士
の関わりについて、入管・国際業務についての PR
方法等、多岐に渡り意見交換を行いました。
　前回の会報での報告と重複する内容は割愛させて
頂きますが、会員間で深めの議論となったのが、特

定技能及びオンライン申請に関する事項でした。こ
の分野は私自身も実務で多く取り扱いをさせて頂い
ており、現在は短期滞在及び永住許可申請以外は、
すべてオンライン申請にシフトしていることから、
積極的に意見を述べさせて頂きました。
　2022 年の有識者会議でも、技能実習を特定技能
に統合するという方向が濃厚となってまいりまし
た。今の労働者状況を考えると、今後の外国人労働
者の割合は、特定技能が大きく上振れすることは明
白です。そういった社会情勢に、行政書士がどのよ
うな形で関与していけるか、個々のブランディング
について考える時が来ていると思います。このまま
では行政書士の国際分野の多くが、ベンチャー企業
に取って代わられ、品位等綺麗ごとどころか存在意
義もなくなってしまうと危惧するところであります。
　特定技能の在留期限は最長でも１年であり、ルー
チン的に業務を受けることが見込まれ、また特異な
実例としては、質の悪い登録支援機関の問題行動へ
の対処について、弊所が入管に同行する等、これま
ででは考えられなかったスタンスで業務を行うこと
もありました。
　見え方はそれぞれ違いますが、イノベーションは
チャンスでもありますよね。

　令和４年 10 月 20 日（木）Zoom で開催となりま
した。当日講師の方々は国土交通省・自動車局自動
車情報課専門官 齊藤敏郎様、同じく専門官の伊堂
寺　徹様、公益財団法人自動車情報利活用促進協会
情報企画部情報企画課マネージャーの内海翔太様、
一般財団法人自動車検査登録情報協会総務部企画室
OSS 推進グループマネージャーの佐埜正樹様及び、
全国 47 都道府県・各単位会１名が参加されました。
　開会の挨拶後、国土交通省・自動車局自動車情報
課専門官の齊藤様より、OSS 制度の現状は令和３
年度の実績ではありますが「新規登録 OSS」34％、

「中間登録 OSS」2％、「輸出・解体届 OSS」0.2％、「継
続検査 OSS」38％と低い利用率でありますが、令
和７年度末の目標として新規登録は 70％、中間登
録及び輸出・解体届は 20％、継続検査については
70％を目標にしておりますので、行政書士会員の皆
様の OSS 制度へのご理解が必要になりますと「OSS
制度の現状と将来像について」の説明。
　続いて、同じく専門官の伊堂寺様より新しい自動
車検査証についてのご説明をいただきました。
○令和５年１月より新自動車検査証に変更されること
　寸法は縦 105 ｍｍ、横 177.8 ｍｍ、紙厚は年賀ハ
ガキと同等の厚み。記載されていない項目は、所有

者の住所・氏名、使用者の住所、使用本拠の位置、
有効期間の満了する日、等の項目。
　ただ、当初より約３年間は現車検証と同じ A4 サ
イズ縦長の「自動車検査証記録事項」を、新しい検
査証と同時に交付されるとのこと。この新しい検査
証は、IC タグが損傷すると読み取りが出来なくな
ることから、コピー機の ADF（オートドキュメン
トフィーダー）の使用は避けてほしいのこと。
○上記により「車検証閲覧アプリ」の導入
　ただし、この専用アプリの稼働も令和５年１月か
ら。このアプリをインストールしたユーザーには、
車検証有効期間更新時期を知らせるサービスで、有
効期間 60 日前、30 日前、経過 1 日後に通知するこ
とが想定されていること。
○記録等事務委託制度の開始
　①特定記録等事務　　継続検査（電子申請 OSS）
　②特定変更記録事務　変更登録・移転登録（電子

申請 OSS）
○税・手数料納付のキャッシュレス化についての説明を。
　後半では、利活用促進協会の内海様、検査登
録情報協会の佐埜様より「今こそ継続検査 OSS」
AINAS を利用した OSS 大量申請、「スマート継続
OSS システム」についての説明を。
　この度の「車検証の電子化」は、今後 OSS 利用
向上のターニングポイントになると思われ、自動車
登録業務で私たちが取り組んでいかなければならな
い、また目を背けてはならない時代からの要請では
ないでしょうか。

国際・企業経営業務部国際部門
と各地協国際業務担当者との意
見交換会報告

申請取次管理委員 藤 原 雅 和

日行連OSS 実務者説明会報告

副会長 中 川 正 彦
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⃝日　　時　令和４年９月６日（火）14:00 ～ 16:00
⃝開催形態　Zoom を用いたオンライン会議
１．会員管理システムとは
　国主導のもと許認可申請の電子申請化が進められ
ているが、電子申請が普及しても代理申請を堅持し
て行くため、代理申請時に行政書士登録者であると
認証できるようになることが必要となります。
　許認可申請システム上で、マイナポータルもしく
は gBizID を使って本人（／法人）認証すると同時に、
国の国家資格管理システムから行政書士登録の有無
を照会されて認証される仕組みになると想定されて
います。
　国家資格管理システムは、現在構築中で約 300 の
国家資格の管理をすると言っており、資格の登録申
請は電子申請することを基本としております。行政
書士は資格審査があり、付随した会員管理も必要で
あることから、日行連の会員管理システムと国家資
格管理システムとの間で登録情報をデータ連携させ

ることが考えられています。
　会員管理システムは、クラウド上にデータベース
をおき、ユーザーは Webブラウザ経由でアクセスし、会
員、単位会、日行連はシステムの権限制御により必
要な機能／データにのみアクセスできるようにする
ものです。そして、本システムは、各単位会及び国
の国家資格管理システムとも連動することにより、
入会希望者は、Web 上で必要事項を入力することに
より行政書士登録申請ができるようになります。
　単位会と日行連が同じシステムを利用すること
で、会員・法人の変更届出はタイムラグなく登録さ
れるので変更反映のリードタイムが短縮されます。
また、単位会から日行連の登録状況も随時確認でき
るようになります。
２．今後のスケジュール
　新システムの導入は、2023 年中を予定しており、
新システム稼働当初は、経過期間を設けて紙書類に
よる申請も可能とします。紙の申請書は、現状と同
じように単位会にて受付けて、日行連でシステム入
力します。また、国の国家資格管理システムとの連
携は、2025 年を予定しており、登録申請の全面デ
ジタル化は、2026 年を予定しているとのことです。
　私見といたしましては、各種申請のデジタル化は
世の趨勢であり、使い勝手の良いシステムが構築さ
れることを願うばかりです。

⃝日　　時　令和４年10月18日（火）13:30～15:00
⃝開催形態　Zoomを用いたオンライン会議
１．職務上請求書管理マニュアルとは
　職務上請求書払出し事務の遂行にあたり、職務上
請求書の使用済み控え綴りの記載内容のチェックの
基準や、記載漏れ、控え綴り自体の紛失等があった
場合の対処の仕方などが記載されています。
　そして、昨年の他県行政書士による職務上請求書
の不正使用事件の発生を受けて、職務上請求書の使
用につき、数量基準が導入されたことに伴い、本マ
ニュアルに、基準を超える使用頻度が確認された場
合の取扱いに関する事項が追加されました。
２．本マニュアルの主な変更または追加事項
　①単位会職務上請求書関係事務取扱責任者の設置

　当該責任者は、不正使用防止に向けた取り組み
の指揮、職務上請求書払出し時の使用済み控え綴
りの確認体制の管理などを行います。

　②基準を超える職務上請求書の使用頻度が確認さ
れた場合の取り扱い

　具体的には、行政書士一人につき
　１年度内に10冊を超えたとき…理由書及び請求
に係る業務の内訳書の提出

　１年度内に20冊または１か月間で２冊を超えた
とき…理由書及び事件簿の提出を求めるというも
のです。また、１年度内に20冊を超える使用があっ
た場合には、その事例を日行連に報告することとなり
ました。
③処分に応じた購入及び使用の制限の厳格化
　例えば、職務上請求書の不適正な使用または管
理を理由として知事処分により業務の禁止となっ
た場合には、欠格事由に該当するため行政書士登
録は抹消となりますが、その後再登録された場合
でも、職務上請求書の購入及び使用は禁止されます。

　なお、今回の説明会では、様々な質問が提出され
ていましたが、その中に「職務上請求書の使用冊数
が基準を超えると問答無用で疑いの目を向けられる
という取り扱いについて、真面目に業務に取り組
み、事業を拡大させた結果が会からのこのような仕
打ちというのは、健全なほとんどの会員にとってあ
まりに屈辱的ではないか、このような取り扱いが妥
当なものか今後検討を続けていく予定なのか。それ
ともこの取り扱いを当然のものとして今後も継続す
る予定なのか。」というものがありました。
　私見としましては、昨年発覚した不正使用事件で
当該行政書士は、５年間で約 3500 件の不正使用が
判明したこともあり、監督官庁との関係上、苦渋の
決断により導入された数量基準であります。また、
あくまでも不正使用を防止するための我々による自
主的な取り組みであると考えております。とはいえ、
これらの取り組みが関係機関に認められ、本基準が
緩和もしくは廃止されることを願う次第です。

会員管理システム単位会向け説
明会のご報告

報告者 総務部長 森 　 和 義

職務上請求書管理マニュアルに
係る説明会のご報告

報告者 総務部長 森 　 和 義
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報告

　令和４年11月１日（火）13:00～17:00まで、Zoom
によるオンラインで開催されました。
　本説明会は、軽自動車検査協会、地方税共同機
構、公益財団法人自動車情報利活用促進協会の３団
体より、令和５年１月スタートの軽自動車OSS新規
申請に係る行政書士向けの申請方法等についての説
明会でした。
　出席者は　軽自動車検査協会より大津部長、講師
は岩崎様、地方税共同機構より蔵木部長、講師は谷
澤様、自動車情報利活用促進協会より西脇部長、講
師は内海様、各単位会より１名の参加。冒頭に高尾
日行連副会長より挨拶があった後に説明会は進めら
れました。
　そもそもOSS（自動車保有関係手続のワンストッ
プサービス）とは、自動車を保有するためには多く
の手続き（検査登録、保管場所申請等）と税・手数
料の納付（検査登録料、保管場所証明手数料、種別
割・環境割・自動車重量税等）が必要となります。

これらの手続きと税・手数料をインターネット上で
一括して行うことを可能としたのがOSSです。
１. 軽自動車 OSS の全体概要、軽自動車検査協会、

地方税共同機構が求める事前準備の説明があり
　①PC環境の設定、確認
　②電子証明書の取得
　③電子納付のための準備
　④利用者IDの発行
　⑤ダイレクト納付の利用登録（国庫金・地方税）
　⑥二次元コードの発行　が必要です。
２. 一括利用システムAINASの概要、事前準備の説明

　AINASとは、自動車保有関係手続きの代理申
請人がOSSに対して一連の手続き（申請・紹介
等）を行うためのシステムです。

３. 軽自動車新車新規OSSフローは
　①申請データ作成⇒AINASへの送信
　②軽自動車OSSシステムへのデータ送信⇒審査
　③検査手数料等納付⇒出頭
　④紙書類提出⇒審査
　⑤自動車重量税納付⇒審査
　⑥軽自動車税納付⇒出頭
　⑦車検証等受領　等の流れとなります。
　数年前から進みつつあるOSS申請、色々な説明会
にも参加していますが、現実的には難しく導入が進
んでいないのが徳島県の実情です。

　令和４年 11 月 25 日（金）13:30 ～ 17:00 Zoom に
より開催された。開会の挨拶と、連合会会長の講義
会議の始まりに当たっての挨拶がありました。
　第１部として「NPO 法人設立手続の概要及び
WEB 報告システムについて」内閣府担当者から説
明がありました。NPO 法人設立の手続内容からウェ
ブ報告システムの概要について説明があり、オンラ
インで入力、提出が出来るようになるとのことでし
た。申請・届出等書類の作成、提出方法がスライド
を使って説明されました。入力画面に従って必要事
項の選択や記入によって作成することも出来ます
が、データ作成支援ツールによるオフライン作成も
出来るとの事でした。行政書士が代理人として申請
出来るのかとの事前アンケートでの質問もありまし
たが、アカウントを作成するときに代理人として登
録することも用意されているようです。限られた時
間での説明でしたが、内閣府 NPO 法人ポータルサ

イトを確認してみてください。
　第２部として「社会福祉連携推進法人制度につい
て」の講義が厚生労働省担当者から説明がありまし
た。社会福祉法人の現状を見てみると、児童福祉を
中心とした収益規模が 5 億円未満の法人が約 88%
を占めていることで、少子高齢化の進む日本の福祉
行政を広域的な組織で取り組む必要があるとの事で
した。介護サービスの効率的提供を目指すため、経
営の大規模化や協働化によって、人材や資源を有効
活用する必要が有り、この様な運営を図るために連
携推進法人を立ち上げて小規模法人のネットワーク
化による協働推進事業を推し進めていっている現状
説明がありました。
　第３部として「行政書士の医療法人業務について」
の講義が神奈川県行政書士会会員から説明がありま
した。医療法人の組織構成による現状と、行政書士
が関わるべき手続について、実務的な面から興味あ
る内容のものでした。コンサルタント業と称して、
行政書士が取り扱う事案を公然と役所に提出してい
る事から、疑義の生じる案件が多数見られる。
この様な状態を放置しているような事で良いのかと
の問題提起がありました。
　限られた紙面での説明となりましたが、有用な講
義でありました。

日行連軽自動車OSS（新規検査）の
申請手続き等に関する説明会報告

報告者 選挙管理委員長 笠 城 佳 子

許認可を要する法人関係業務に
関する担当者会議

報告者 副会長 村 上 正 志
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　令和４年 11 月 18 日午後１時 30 分より、Zoom
によるテレビ会議で、全国都道府県の農地法関係業
務担当者会議が開催されました。
　冒頭に日行連会長の挨拶があり、農地法関係の手
続きのオンライン化やデジタル化に向けて、行政書
士の果たす重要性や役割について言及されました。
続いて、農林水産省のデジタル戦略グループの担当
者と農村計画課の担当者より、農業者の利便に資す
る行政書士の役割に期待していることや、ローカル
ルールに関する問題点や違反転用の撲滅の協力等に
ついて挨拶がありました。
　司会は、日行連許認可業務部の福嶋輝幸先生によ
り進められ、活発な意見交換がなされました。農地
転用許可において地域独自のローカルルールにより
添付書類の追加補正が求められている状況を鑑み、
ローカルルールの統一が図れないかという議論がな
されました。しかし、各農地を取り巻く地域の実情
には土地改良区や自治会の関与等により求められる
添付書類がさまざまであることから、ローカルルー

ルの撤廃実現は難しいという意見もありました。
　続いて、各都道府県の担当者に前もってなされた
アンケートの集計表に基づき意見の交換がなされま
した。
　農地法関連許可申請に関する行政書士の代理・代
行申請状況とその割合はどれほどかという質問項目
の中で、長野県において行政書士の農地法３条・４
条・５条・農振除外の申請状況は全体の 100％でし
た。また、都道府県と行政書士会の意見交換の開催
の有無について、下記の結果となっております。

▪定期的に開催している　　　　６件（13％）
▪不定期であるが開催している　９件（19％）
▪過去に開催したことがある　　10 件（21％）
▪今まで開催したことはない　　22 件（47％）

　上記のとおり、都道府県と行政書士会の意見交換
の開催率は低く、徳島行政書士会も定期的に徳島県
との協議の開催の場を設定していきたいと考えさせ
られるものでした。
　最後に、違反転用にかかる意見の交換が行われ、
地元の違反・無断転用をなくすため、農業委員会と
よく連携し、行政書士の活用を積極的に推進し、併
せて農業支援にも取り組むようにとの意見が出され
ました。

全国農地法関係業務担当者会議
報告 報告者 副会長 河野 耕八郎

　令和４年12月12日（月）Zoomを利用したオンライ
ン会議が行われました。内容は、

１）各単位会におけるオンライン研修の実施状況
について

２）中央研修所研修サイトのプラットフォーム化
について

　会議はPM1:30〜5:00まで行われました。出席者
は各単位会より１名、他にオブザーバーとして18名
中央研究所役員９名の計74名が参加されました。
　この会議では事前にアンケート調査が行われてお
り、73頁に及ぶ資料が添付されておりました。
　日行連常住会長の挨拶に始まり、説明を関口中央
研究所所長、進行役を田後副所長が務めました。
Ⅰ　単位会におけるオンライン研修担当（専属）の
設置状況について

　30の単位会が設置しており、部員は６名以上10
名未満（13単位会）が最も多く、31名以上も２単
位会あり、最多は大阪会の77名でした。
Ⅱ　オンライン研修（自会がホストとして）の実施について

　43単位会が実施しており、実施していないのは

４単位会のみでした。
　実施していると答えた単位会の内、年５回以内
が最も多く、最多は兵庫会の50回で約20名が対応
しているとのことでした。
　殆どの会がZoomを利用しており、その他と
してYouTube、Webox、ビデオグ等がありまし
た。アーカイブ配信をしている単位会も15単位会
ありました。
　YouTubeを利用して（会員のみ視聴可能）配
信している単位会は、音響設備等に約300万円か
けたそうです。その他、音響、映像設備に900万
かけたと言う単位会もありました。
Ⅲ　中央研修所研修サイトの管理サイトについて

利用したことがある　　　14単位会
利用したことが無い　　　33単位会

Ⅳ　中央管理サイトのプラットフォーム化について
利用したいと思っている　21単位会
利用したくない　　　　　23単位会
利用している　　　　　　3単位会

　結果として殆どの意見として前向きに検討はし
たいものの、費用負担、人材、スケジュール（日
程・会場・講師の手配）等の問題点をあげられて
いました。本会の現状を鑑みて、未だオンライン
での会議、研修会等は行われていませんが、早急
に体制を整える必要があろうかと思いました。

中央研修所全国担当者会議に参
加して 部長 友 兼 　 仁
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報告

⃝と　　き　令和 4 年 9 月 8 日（木）
　　　　　　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
⃝と こ ろ　徳島 21 世紀館１F ミニシアター
⃝講　　師　徳島家庭裁判所 書記官　瀧山 信也 様
　　　　　　　　　　　 訟延管理官　渡邉 正幸 様

⃝と　　き　令和４年 11 月 17 日（木）
　　　　　　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
⃝と こ ろ　沖洲マリンホール
⃝講　　師　徳島家庭裁判所 主任書記官　吉峯 義和 様

業務研修会報告

成年後見制度　行政書士が出来ること、報酬付与について等

成年後見制度　後見事例、法人後見について

⃝と　　き　令和４年 11 月 22 日（火）
　　　　　　午後 2 時〜 3 時
⃝と こ ろ　行政書士会館会議室
⃝講　　師　行政書士会副会長　中川 正彦 先生

⃝と　　き　和４年 12 月 8 日（木）
　　　　　　午後 1 時 30 分～ 3 時
⃝と こ ろ　沖洲マリンターミナル１F 会議室
⃝講　　師　公証人　西尾 　正 様

車・登録業務に関する説明会

公正証書作成 － 雛形を使用して各種公正証書作成の知識と理解 －
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　はじめまして！ 那賀町で「藍行政書士事務所」
を開業しました、遠藤真紀子と申します。出身は、
上板町です。
　私は、７年前に東京より U ターンし、三味線・
着付け・和のマナー総合スクール「和の学び舎」
主宰者として、また、プロ三味線奏者「藍」として、
徳島と東京の 2 拠点で活動して参りました。
　教室の拡充やコンサート活動により、三味線奏
者としてはある程度、地元に定着できたのですが、
コロナ禍で仕事が減り、大学で学んだ法律を思い
出して、令和３年度の試験にチャレンジしたとこ
ろ、合格できましたので、行政書士として開業い
たしました。
　三味線という仕事柄、年配の生徒さん方から、
ご家族等の悩み相談を受けることが多く、また、
コロナ禍で助成金等の申請をし、法的・行政的な
手続きを知っていることが、いかに有益かを知っ
た、という経験が「行政書士」に結びつきました。
大学時代は、司法書士試験にチャレンジして挫折
したことがありますが、再び、法律の道に戻って
来れたことを嬉しく思います。
　那賀町に移住し、多くの方々の支えを得、感動
と感謝の日々を送っています。それと同時に、過
疎の町が抱える問題を目の当たりにしました。特
に、空き家・人口減少問題は深刻です。相続等の
相談と同時に「空き家対策」に関われるよう、大
学時代に取得した「宅地建物取引士」も活かし、「藍
不動産」も開業しました。
　私にとって、「法律」や「行政手続き等の知識」
は、それを用いることで「誰かの人生を豊かにす
る」ものです。私自身も、東京時代、法律に助け
られたことが何度かありました。常に勉強し、市
民が生きる上で必要な知識を、惜しみなく提供で
きる行政書士になれればと、思っています。

　なお、東京では８年ほど IＴ企業に勤務し、企
画営業・マーケティング・プロモーション等を経
験しました。那賀町では、移住時から生涯学習講
座「パソコン・スマホ講座」講師をしておりますが、
これからのデジタル化に役立つお仕事もしたいと
思っています。行政書士電子証明書も取得しまし
た。
　余談ですが、WEB サイト構築も得意ですので、
那賀町の「人」の魅力を発信するために開設し
た「那賀町に暮らす魅力的な人々」というインタ
ビューサイト（http://nakachohito.com/）も運営
しています。よろしければご覧ください。
　東京では一時期、国際 WEB マーケティングの
会社に所属し、多国籍の外国人と共に働いたこと
があり、国際交流にも関心を持っていることから、

「申請取次」の資格も取得しました。日本で働く
外国人と、その外国人を雇用する企業様のお手伝
いができればと思っています。
　行政書士・宅建士・IＴ講師・三味線奏者など、
多くの顔で仕事をさせていただきますが、どの道
もまだまだ不勉強です。諸先輩方の背中を追いか
け、これからも地道に頑張りますので、今後とも
ご指導ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願いいた
します。

遠藤 真紀子【徳島南部支部】

入会日／令和 4 年 8 月 1 日新入会員の紹介

◦令和 5 年 3 月 19 日「ふ
れあい健康館」にて、コ
ンサートを開催します。
よろしければ、ぜひお越
しください。
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新入会員の紹介

　このたび行政書士德長英二事務所を開業いたし
ました。
　実務経験のないまま、開業に至りましたが、昨
今、急速に進むデジタル化、また、コロナ禍にお
ける経済状況の中で行政書士の役割が重要視され
るとの思いから早期に開業いたしました。
　私は、あまり先のことを熟慮するタイプではな
く、思い立ったらすぐに行動に移るタイプのよう
で失敗が多々あります。今回も早期開業に不安感
を持っております。
　その不安感を払拭するためにインターネットで
行政書士に関する事項について検索し、その内容
を参考に研修いたしました。
　最重要課題であります「行政書士の使命」につ
いて検索し、研修いたしました。
　行政書士の使命は、行政に関する手続の円滑な
実施に寄与し、国民の利便に資することにある。
その使命を果たすための基本姿勢をここに行政書
士倫理として判定するとのことでした。
　「行政書士倫理綱領」につきましては、行政書
士は、国民と行政のきずなとして、国民の生活向
上と社会の繁栄進歩に貢献することを使命とする
とのことでした。

ー、行政書士は、使命に徹し、名誉を守り、国
民の信頼に応える。

二、行政書士は、国民の権利を擁護するととも
に義務の履行に寄与する。

三、行政書士は、法令会則を守り、業務に精通し、
公正誠実に職務を行う。

四、行政書士は、人格を磨き、良識と教養の陶
冶を心がける。

五、行政書士は、相互の融和をはかり、信義に
反してはならない。

　以上 5 か条の倫理綱領を熟読し、身の引き締ま

る思いがしました。
　行政書士としての業務が問題なく、遂行される
かどうかにつきましては、 下記に記載された先輩
方の「成功するためのノウハウ」を参照させてい
ただき、努力して行きたいと思います。
⚫定期的に業務が発生する許認可申請を業務の

柱とし、専門分野を持つこと。
⚫士業のネットワークを築き、自分をアピール

すること。
⚫顧客から自分が選ばれる存在になれるよう工

夫する。
⚫インターネット・ホームページを活用し、自

己管理能力を高める。
⚫相談を聞くことの大切さを忘れず、相談には

全力を尽くす。
⚫相談を受ける体制を整え、相談者が来る仕組

みをつくる。
⚫仕事の範囲を明確にし、守秘義務を守ること。
⚫クレームには、誠意をもって対応すること。
⚫法改正を見逃さないこと。
⚫署名、押印には気を使うこと。
⚫依頼者の「真の目的」を知ること。
⚫わかりやすい状況報告と十分な説明を行うこ

と。
⚫預かった書類等はしつかり保管、管理するこ

と。
⚫継続して仕事を獲得できるよう工夫するこ

と。
⚫会計業務をマスターする等、関連業務に関し

て自己研鑽すること。

　等、業務遂行上、重点事項は多々あると思いま
すが、今後ともご指導のほどよろしくお願いいた
します。

德 長 英 二【徳島西部支部】

入会日／令和 5 年 1 月 15 日新入会員の紹介
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　去る令和 4 年 10 月 30 日、吉野川南岸グランド
で士業ソフトボール大会があり、優勝候補の土地家
屋調査士会、税理士会のほか、弁護士会、司法書士
会、社会保険労務士会、そしてわれわれ行政書士会
も参加し、大変楽しく開催されましたのでご報告い
たします。
　大会当日、秋晴れの非常に気持ち良い吉野川南岸
グラウンドに 8 名の参加者が集い 3 試合に及ぶ激
闘を繰り広げました。
　１名少ない分は、土地家屋調査士会や司法書士会
の先生方に助っ人に入っていただきました。この紙
面を借りまして厚くお礼申し上げます。
　そして、激闘の試合結果は次のとおり。

▪第 1 試合…対土地家屋調査士会戦

　 

　初戦で緊張していたこともあり、守備面では、初
回の大量失点から始まる毎回得点を許してしまいま
した。攻撃面では、ある程度の手ごたえを感じたが、
７点にとどまりました。

▪第 2 試合…司法書士会戦
　 

　初回から打線が好調で得点を積み重ねました。守
備面では最少失点で抑え、最終回追い上げられまし
たが、かろうじて勝利することができました。

▪ 3 位・4 位決定戦…対社会保険労務士会戦

 

　3 回までいい勝負でしたが、4 回に大量失点して
しまい完敗！！

【総評】
　打撃面に関しては、松村会長及び真田元会員に
ホームランが出て、フォアボールを絡め、ランナー
をためることによって大量得点を期待できる打線で
した。あとは守備面を強化することにより安定した
戦い方ができると感じました。また、練習しとかな
いと体が思うように動きませんし、ボールが全然当
たりません。試合前にある程度練習しとく必要があ
ると感じました。
　以上のような感想ですが、親睦、健康のためのソ
フトボール大会です。最近、体を動かす機会もなく、
運動もしていなかったので、翌日は筋肉痛になりま
したが、大変いい運動になりました。
　当日参加いただいた先生方、楽しかったですが、
打球を追いかけ大変だったと思います。本当にお疲
れさまでした。そして、今年参加できなかった先生
方、本当に残念だったと思いますが、来年の試合に
備えましょう！！
　閉会式において行政書士会から優秀選手として３
試合投げぬいた篠原博会員が選出されました。おめ
でとうございます。
　最後にこんな面白い大会を企画し、開催に尽力い
ただいた税理士会の先生方、本当に大変だったと思
います。心より感謝申し上げましてご報告といたし
ます。

 

A 第 1 試合
チーム 1 2 3 4 5 計

行政書士会 0 1 5 1 × 7
土地家屋
調査士 11 5 18 × × 34

A 第 2 試合
チーム 1 2 3 4 5 計

司法書士会 1 0 2 1 4 8
行政書士会 4 3 0 2 × 9

Bグラウンド ３位４位決定戦
チーム 1 2 3 4 5 6 7 計

社会保険
労務士会 4 0 0 14 1 × × 19

行政書士会 3 0 3 2 0 × × 8

◦主なポジション（敬称略）

篠原　博…ピッチャー／赤池源史…キャッチャー、ライト
大西伸一…キャッチャー、ショート／真田　元…ファースト
松村和人…セカンド／宮崎　将…レフト、センター
三宅宏典…センター、ライト／花野宝祥…レフト、ショート
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インボイス制度について

１．インボイス制度の概要
⑴導入の経緯等

 

　インボイス制度は、複数税率に対応した仕入
税額控除の方式であり、売手が買手に対して正
確な適用税率や消費税額等を伝えるために導入
されるものです。

⑵消費税の仕組み
　消費税は消費者が負担することを予定する税
ですが、納税をするのは、各取引段階において、
消費者に物の販売や、サービスの提供を行った
事業者となります。納税する消費税額は、売上
げに係る消費税額から仕入れに係る消費税額を
控除することにより算出します。この仕入れに
係る消費税額を控除することを「仕入税額控除」
といいます。

２．インボイス制度に対応するための検討事項・事
前準備等
⑴インボイス発行事業者となるかどうかの判断

　インボイス発行事業者となるかは事業者の任
意であるため、以下の点から登録を受けるか検

討することとなります。
①売上先がインボイスを必要とするか

　課税事業者は仕入税額控除のためにインボ
イスを必要としますが、例えば、消費者、免
税事業者や、課税事業者であっても簡易課税
制度を選択している事業者は、仕入税額控除
のためにインボイスを必要としません。

②申告に係る事務負担の検討
　インボイス発行事業者となると、基準期間
における課税売上高が 1,000 万円以下となっ
ても、免税事業者とはならず、課税事業者と
して申告が必要となります。
　なお、簡易課税制度を選択することにより、
申告に係る事務負担を軽減することが可能で
す。

⑵登録申請手続
　インボイス発行事業者の登録を受けようとす
る事業者（登録を受けることができるのは、課
税事業者に限ります。）は、納税地を所轄する
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税務署長に登録申請書を提出する必要がありま
す。登録申請書は、e-Tax または郵送により提
出することができます。
　なお、郵送により登録申請書を提出する場合
の送付先は、各国税局のインボイス登録セン
ターとなります。各国税局のインボイス登録セ
ンターの所在地は、インボイス制度特設サイト
からご確認ください。
　登録申請書の提出を受けた税務署長は、登録
拒否要件に該当しない場合には、登録簿に法定
事項を登載して登録を行い、登録を受けた事業
者に対して、その旨を通知します。
　なお、制度開始（令和５年 10 月１日）から
インボイス発行事業者となるための申請手続に
ついては、インボイス制度特設サイトの「申請
手続」をご確認ください。

３．売手の留意点
⑴インボイス発行事業者の義務

　インボイス発行事業者には以下の義務が課さ
れます。
①インボイスの交付

　取引の相手方（課税事業者に限ります。）
の求めに応じて、インボイスを交付（データ
での提供可能です。）

②写しの保存
　　交付したインボイスの写しを保存

⑵留意点
　インボイス発行事業者となった場合には、何
をインボイスとするかといったことや必要に応
じ、取引先への登録番号の通知や、インボイス
とした書類、交付方法等の認識を共有しておく
ことが必要となると考えられます。

４．令和５年度税制改正（案）について
　令和５年度税制改正の大綱が令和４年 12 月 23 日
に閣議決定されました。当該大綱において、インボ
イス制度に係る改正（案）も掲げられております。
　詳しくは、財務省ホームページの特設サイトをご
覧ください。

【参考】
　国税庁では、インボイス制度に関する特設サイト
を設け、各種資料を掲載していますのでご活用くだ
さい。

※本文は令和４年 12 月時点の法令に基づき作成し
ています。
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報告

　令和 4 年 12 月 10 日（土）9 時 30 分から 15 時 30
分までアスティとくしま第 1 会議室において、徳島
県士業ネットワーク推進協議会（九士会）による「な
んでも無料相談会」が開催されました。
　九士会は、徳島県弁護士会、徳島県司法書士会、
徳島県土地家屋調査士会、徳島県公認会計士会、徳
島県不動産鑑定士協会、徳島県中小企業診断士会、
四国税理士会徳島県支部連合会、徳島県社会保険労
務士会、そして徳島県行政書士会の 9 つの士業で構
成された親睦団体です。
　その九士会で 1 年に 1 回、社会貢献活動の一環と
して毎年開催しているのが、今回の「なんでも無料
相談会」ですが、今年は、行政書士会が当番会だっ
たこともあり、当会が主導して準備を進めました。
　まず、開催に先立つ 10 月 6 日 18 時 30 分より九
士会構成員にて Zoom 会合を行い、無料相談会を
12 月 10 日土曜日に開催することを決議しました。
そして、11 月 24 日 18 時 30 分よりグランドパレス
にて相談会当日の段取りについて最終的な調整を行
いました。前年同様コロナに配慮し、各ブースにア
クリル板を設置することにして、当番会の行政書
士会は 8 時 30 分に集合し、その他の団体は 9 時 15
分に集まることにし、各団体が相談員を手配するこ
とになりました。
　相談会を開催するには、会場の予約、アクリル板
の手配、お弁当の発注、案内チラシの発注、官公署
などに対する広報など色々ありますが、その他にも
各団体とのメールでのやり取りなどもあり、事務局
の迅速適切な対応によりつつがなく対応することが
できました。紙面を借り事務局には本当に感謝申し
上げます。ありがとうございました。
　そして、相談会当日を迎えました。行政書士会か
ら桒原副会長をはじめとする企画部のメンバーのほ
か、村上副会長、赤池先生、宮崎先生にもご協力い
ただきました。また、お忙しいにもかかわらず時間
を縫って松村会長にも来ていただきました。8 時 30
分になると他の士業の先生方も早めに来ていただい

ており、会場の設営など準備に取り掛かることがで
きました。
　その後、松村会長から激励のあいさつをいただき、
私から各先生方の役割などを説明し、それぞれ持ち
場にて準備しました。
　開始時間の 9 時 30 分が迫り、早めに来場してい
た相談者から順次受付をし、予定より早く相談会を
開始しました。
　最終的な相談件数は 30 件であり、前年に比べ少
なかったですが、弁護士会、司法書士会、税理士会
のブースを中心に担当の先生方に相談対応していた
だきました。そして、残念ながら当会への相談は、
建設業関係の 1 件のみでした。
　相談件数及び当会に対する相談ともに少なく残念
ですが、当日来訪された徳島県社会福祉協議会担当
者様より各士業が一堂に会し、なんでも相談できる
ことにより県民の悩みや課題をワンストップで解決
できるので非常に素敵な取り組みだとおっしゃって
いただきました。まさに士業ネットワークだからこ
そ取り組める社会貢献活動であり、開催する意義の
ある相談会だと私自身も感じました。
　最後に、「なんでも無料相談会」が無事開催でき
ましたのは、士業ネットワーク各友好団体のご協力
のたまものであり、重ね重ねお礼申し上げます。ま
た、参加いただいた先生方、本当にお疲れさまでし
た。以上、「なんでも無料相談会」のご報告といた
します。

なんでも無料相談会活動報告
報告者 企画部長 花野宝祥
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　あけましておめでとうございます。会員の皆様を
始め、徳島県行政書士会会員の皆様にはコスモス成
年後見サポートセンター徳島県支部（コスモスとく
しま）の活動にご理解とご協力頂いておりますこと、
誠にありがとうございます。
　今、成年後見制度の利用促進に向けての施策が、専
門家会議をとおして運用改善が検討されております。
　第一期成年後見制度利用促進基本計画での各市町
村の努力義務とされた中核機関が今年度末までに徳
島県内に於いて１市を除く 23 市町村で設置予定と
なっております。ただ、現状では設置済中核機関の
機能が広報、相談を中心としたものが多いようです。
　今年度から第二期成年後見制度利用促進基本計画
が地域共生社会の実現という目的に向かい、本人を
中心とした支援や活動基盤となる考え方としての

「権利擁護支援」との位置づけをし、地域連携ネッ
トワークの機能強化など成年後見制度利用促進の取
組みが進められているところです。そのような中、
中核機関には成年後見制度利用促進機能や後見人支
援機能等の充実が求められるとともに、家庭裁判所、
専門職団体等との連携が重要となってきています。
　徳島県内では、徳島県福祉政策課、徳島県社会福
祉協議会徳島権利擁護センターが主催となって、今
年度「徳島県成年後見制度利用促進圏域別協議会」
の開催に徳島県行政書士会とコスモス徳島をアドバ
イザーの一員として参加させて頂けることとなりま
した。これは、県内を５つの圏域に分け、中核機関
設置促進や利用促進機能及び後見人支援機能等機能
強化について広域的対応を視野に検討することとさ
れるものです。参加されるのは、県内市町村の成年
後見利用促進担当者、市町村社協担当者及び主催者、
徳島家庭裁判所、専門職団体です。
　昨年９月から５回にわたってオンライン会議が行
われました。主催者、各圏域市町村担当者、家裁、
専門職団体等オブザーバーの参加で、圏域毎の市町
村の成年後見制度利用促進取組みについての現状や
問題点、今後の計画についての説明があり、家裁や
オブザーバーからの取組みや意見発表があり今後の
問題改善についての意見交換の機会となりました。
　11 月 30 日に「徳島県市町村中核機関連絡会議」
が開催され、圏別協議会が開催されたときに出た課

題や中核機関の機能充実、地域連携ネットワークで
の専門職団体との連携また、市町村社協の法人後見
の取組み状況などの報告がありました。中核機関連
絡会議で徳島県内市町村及び各市町村社協や専門職
団体の方々から意見や中核機関への取組みの問題
点、市町村単独では予算や人員の問題等があり計画
の進め方が分からないとか、計画推進が困難な事も
有るとの状況が分かってきました。
　権利擁護支援策を充実させていく為の諸問題や後
見人に対する報酬のあり方等、解決していくべき事
が沢山あります。この度の協議会等参加に当たって
は、徳島県行政書士会役員及びコスモス徳島役員の
方々の参加も頂き、全会議の出席が出来ましたこと
お礼申し上げます。
　行政書士にも専門職後見団体としての覚悟と責任
が求められてきているところであり、徳島県行政書
士会とコスモス徳島が協力しながら地域での信頼を
高め、真の専門職後見人として社会的使命を果たせ
ることが出来るようになるために、日々コスモス会
員自身が研鑽を積むと同時に経験を生かしながら、
権利擁護支援の取組みを前進させていけるような組
織作りを行っていく必要性を感じております。
　昨年 10 月 28 日に第 12 回定時社員総会が東京で
開催されました。一昨年は支部長会の開催はありま
せんでしたが、定時総会と支部長会が開催されまし
た。定時総会では議長として指名され、微力ながら
議事運営の進行役を務めさせて頂きました。支部長
会は、約６名毎のグルーブに分かれて各支部での現
状や催事の情報交換が行われました。各支部での活
動や悩み等知ることが出来ました。その後懇親会で
は、懐かしい顔ぶれや日頃会えることの出来ない支
部長や役員の方との交流を図ることが出来、支部で
の本音を知ることも出来ました。
　後見人制度に興味を持ちコスモス会員になりたい
徳島県行政書士会会員の皆様には、「入会前研修」
が VOD 研修で時間的制約が少なくなり、自分の
ペースで受講できるようなりました。是非受講して
頂き、後見人として活躍出来ることを期待しており
ます。今後も、コスモス会員一丸となり後見人制度
の普及促進を図っていくとともに、コスモス会員と
しての責務を果たして参りたいと考えております。
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報告

　今年の試験は、コロナ禍が第８波に入ったのでは
と言われ、全国的に感染者数が増加を始めた 11 月
13 日（日）に行われました。当日の午前中は、こ
の時期には珍しい本格的な雨が降り、本部員の皆様
には早朝から雨具を着用し、傘を差して試験開始ま
での準備をしていただくことになりました。
　また、試験直前になって問題に不備が見つかり、
チーフ監督員及び監督員の負担が大きく増しまし
た。それでも従事していただいた会長（サブ責任者）
会員、及び事務局職員各位のご協力を仰ぎ、私の力
不足にも拘わらず試験を無事に終了出来ましたこと
厚く御礼申し上げます。
　また、前責任者より多大なるご協力をいただき重
ねて御礼申し上げます。
　さて、今年は受験料が昨年までの 7,000 円から
10,400 円となりました。
　受験申込数は昨年度の 61,869 人から 1,390 人減の
60,479 人となり県内の受験者も 12 人減でした。（都
道府県別には公表しないとのことで県内の数字は記
載しておりません）
　過去の出願者数の推移は次のとおりです。

　試験場となった徳島大学常三島キャンパスでは、
同日に教養教育４号館を行政書士試験、５号館を防
災士試験、総合科学部１号館で英検試験が行われ、
駐車場が分からない関係者の方、間違えて教室に

入ってこようとした別試験の受験生も何人かおられ
ました。
　試験説明の１時間半程前から受験生が集まり始
め、まだ入室できない教室の外で参考書を開いてい
る人、模擬問題を確認している人等が廊下に増え始
めました。
　試験が始まる頃には雨も小康状態になり、雲の切
れ間からは晴れ間も見えてきました。
　試験終了までの間、地震、J アラート等の緊急事
態が発生しなければ良いがと考えている内に 4 時の
試験終了時刻を迎えました。
　試験終了後 15 〜 20 分の間に各教室からの答案用
紙が持ち込まれ、全員でバーコード読み取り機を
使っての枚数確認が行われました。東京の試験セン
ターへ向けて運送業者に引き渡したのが16時46分、
センターへの報告も終わり 17 時に解散、長い長い
１日を終える事が出来ました。関係者の皆様本当に
お疲れ様でした。
　試験の合否の結果は令和 5 年１月 25 日（水）発
表となっております。

出願者数の推移

年　　度 全国出願者数・人 前年度比・％

令和 1 52,388 2.9

2 54,847 4.7

3 61,869 12.8

4 60,479 ▲2.2
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　いつも徳島県行政書士政治連盟の運営及び活動
に、ご理解とご協力を賜り誠にありがとうございま
す。当会政連では日本行政書士政治連盟との協調の
もと、日々業務向上に関する法改正に向け地道な活
動を継続しているところです。
　コロナ禍での経済活動や人の行動の大きな変化
は、マスコミや SNS から発信される情報から見え
てきています。この様な変化に対応すべく行政書士
像はどう有るべきかを考える事は、必然的に求めら
れています。行政書士において、遅ればせながら
DX 化に進む行政の動きに注視しなければなりませ
ん。現状の職務処理方法に安住すること無く活動拡
大を目指す必要性が求められます。そのような意味
での地方における議員活動、さらには国政での議員
活動を応援することは、我々行政書士の今後の活動
範囲の維持拡大を推進するための要素であります。
　さて、今年は統一地方選挙が有ります。4 月 9 日
には県議会議員、23 日には市町村長及び議員選挙
が執行される予定です。また、徳島県では知事選挙
が行われます。
　徳島県行政書士政治連盟では、我々の社会的な認
知向上及び職域拡大に理解をされ、法改革や施策に
対し積極的に関与して頂ける徳島県内首長、議員の
選挙をはじめ国政選挙での推薦や応援を行ってきて
おります。当然この度の統一地方選挙においても、
当会政連に推薦要請があった候補者と政策協定を結
び、政治連盟の発展に協力を頂けることを前提に推
薦したいと考えております。これは、候補者からの
推薦依頼がありますと、徳島県行政書士会の活動に
ご理解ご協力頂ける候補者に対して、党派を問わず
徳島県行政書士会の運営方針に一致するとの事が当
会政連で認められれば、推薦することが妥当である
と判断して、政権を担当される党以外の候補者であっ
ても推薦することもあります。

　常々申しておりますとおり、政治連盟での行動は
結果として行政書士会員全てが恩恵を受けられるこ
ととなります。今後とも行政書士会員皆様のご理解
ご協力を頂けますようお願い申し上げます。
　昨年 11 月 27 日にホテル千秋閣にて公明党ヒアリ
ングに出席要請を頂きました。国政政権与党である
公明党からは、高知の四国比例区山崎衆議院議員、
古川徳島県議会議員、梶原徳島県議会議員、岸本徳
島市議会議員、土井徳島市議会議員並びに相原吉野
川市議会議員が出席され、当会政連会員 5 名と共に

「要請文」を持って出席いたしました。要請文には、
県内自治体で行う業務の中で、緊急的な対応業務が
発生した場合には徳島県行政書士会が対応出来る事
もあるので、急な用務での行政事務の一端を担える
ことを周知して欲しい旨と共に、許認可等行政事務
のデジタル化での申請窓口がオンライン申請へと進
む中で、行政書士を代理人とする WEB 上での項目
を入れて欲しい旨の要請を行いました。
　また、近年後見制度の利用促進が進められている
ところでありますが、特に相続や遺言と言った相談
が増えてきており、相談内容には被相続人の相続財
産調査等の必要性も高まってきいます。現状の行政
書士関連法規では行政書士としての対応が難しいと
の事情もあり、また、日行連での対策でも法解釈の
問題もあり結論を出しかねているところのようで
す。地方からの意見としてこの様な問題に対応して
頂けるようにお願いをしました。
　徳島県行政書士会の中に、これから当会の発展と
共に現状の活動にこだわらず、新しい分野や制度仕
組みを積極的に取り入れてもらえるような考えを持
つ会員が増えることを願っております。そのために
も法改正が重要であるとの認識を持って頂きたいと
考えます。当会政治連盟の活動趣旨をご理解頂きま
して、当会への参加をお願いするものであります。

や ま び こ　　　　　　　徳島県行政書士政治連盟 PR

徳島県行政書士政治連盟から報告 報告者 幹事長 村 上 正 志

◆ ◆ ◆   政連事務局日誌   ◆ ◆ ◆

令和 4 年10月24 〜 25日　・日政連総務委員会（於東京）開催　松村会長 出席
28日　・日政連との連絡会（於グランドパレス）開催

令和 5 年 1 月19日　 　 　 ・日行連総務部会・日政連総務委員会合同会議（於東京）開催　松村会長 出席
　 　 ・日政連支部長会・幹事会（於東京）開催　松村会長 出席
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事務局日誌

◆ ８月　　　　 3 日・行政書士会無料相談所（於本会会議室）開設
3 〜 4 日・日行連正副会長会、常任理事会（於東京）開催　松村会長　出席
18 〜 19日・日行連総務部会（於東京）開催　松村会長　出席

31日・日行連正副会長会、常任理事会（於東京）開催　松村会長　出席

◆ 9月　　　　 1 日・日行連常任理事会（於東京）開催　松村会長　出席
5 日・総務部会（於本会会議室）開催
6 日・会員管理システム単位会向け説明会（Zoom）開催　村上副会長、森部長　出席
7 日・行政書士会無料相談所（於本会会議室）開設

・マイナンバーカード代理申請手続事業に関する説明会（Zoom）開催　村上副会長　出席
8 日・成年後見制度研修会（於徳島21世紀館）開催
12日・理事・支部長・監察委員合同会議（於アスティとくしま）開催

14 〜 15日・日行連総務部会（於石川）開催　松村会長　出席
15日・日行連会長会（於石川）開催　松村会長　出席
20日・日行連国際・企業経営業務部国際部門と各地協国際業務担当者との意見交換会
　　　（Zoom）開催　藤原申取委員　出席

◆10月　　　　 3 日・行政書士無料電話相談（於本会会議室）開催
5 〜 6 日・日行連正副会長会、常任理事会（於東京）開催　松村会長　出席

6 日・友好団体懇談会（Zoom）開催
12日・日行連総務部会（於東京）開催　松村会長　出席
16日・特定行政書士法定研修考査（於本会会議室）開催
17日・行政書士無料電話相談（於本会会議室）開催
18日・職務上請求書管理マニュアルに係る説明会（Zoom）開催　森部長　出席
20日・令和 4 年度OSS実務者説明会（Zoom）開催　中川副会長　出席
28日・令和 4 年度日行連と四地協との連絡会（於グランドパレス）開催
30日・徳島県士業ソフトボール大会（於吉野川南岸グラウンド）開催

◆11月　　　　 1 日・軽自動車OSS（新規検査）の申請手続き等に関する説明会（Zoom）開催
笠城選挙管理委員長　出席

2 日・行政書士会無料相談所（於本会会議室）開設
13日・行政書士試験（於徳島大学）

15 〜 17日・日行連正副会長会、常任理事会、理事会（於東京）開催　松村会長　出席
17日・成年後見制度研修会（於沖洲マリンポート）開催
18日・農地法関係業務担当者会議（Zoom）開催　河野副会長　出席
21日・広報部会（於本会会議室）開催
22日・業務指導部実務研修会（於本会会議室）開催
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24日・友好団体懇談会（於グランドパレス）開催　桒原副会長、花野部長、大原副部長　出席
25日・許認可を要する法人関係業務に関する全国担当者会議（Zoom）開催　村上副会長　出席
28日・理事会（於本会会議室）開催

◆12月　　　　 7 日・行政書士会無料相談所（於本会会議室）開設
7 〜 8 日・日行連正副会長会、常任理事会（於東京）開催　松村会長　出席

8 日・業務指導部実務研修会（於沖洲マリンターミナル 1 F）開催
10日・徳島県士業ネットワークなんでも無料相談会（於アスティとくしま）開催
12日・令和 4 年度中央研修所全国担当者会議（Zoom）開催　友兼部長　出席

14 〜 15日・日行連総務部会（於東京）開催　松村会長　出席
22日・日行連正副会長会、常任理事会（於東京）開催　松村会長　出席
27日・事務局仕事納め

◆ 1月　　　　 5 日・事務局仕事始め
11日・行政書士会無料相談所（於本会会議室）開設
16日・広報部会（於本会会議室）開催

18 〜 19日・日行連正副会長会、常任理事会、理事会、総務部会（於東京）開設　松村会長　出席
20日・日行連新年賀詞交歓会（於東京）開催　松村会長、村上副会長　出席
24日・高齢者支援に関する全国担当者会議（Zoom）開催　村上副会長　出席
25日・令和 4 年度全国法規監察担当者会議（Zoom）開催　森江部長　出席
27日・役員合同会議、新年互礼会（於パークウエストン）開催
30日・インボイス制度研修会（於アスティ徳島）開催

会員の動静
【 ８月〜 １月】

村 山 茂 樹　　徳島中央支部　　廃業　　R4. 9 . 29
井 内 洋 典　　徳島南部支部　　死亡　　R4. 10. 27
石 田 裕 也　　阿波・吉野川支部　　廃業　　R4. 10. 28
杉　 秀 夫　　徳島中央支部　　廃業　　R4. 11. 30
松 下 　 泰　　徳島南部支部　　廃業　　R4. 12. 31

退　会

■新規登録
遠藤真紀子　　徳島南部支部　　R4. 8 . 1
阿 部 義 弘　　美馬三好支部　　R4. 9 . 15
德 長 英 二　　徳島西部支部　　R5. 1 . 15

入　会

行政書士法人森事務所　　徳島中央支部　　R4. 11. 7

法人届出

訃報　徳島南部支部 井内洋典会員のご冥福をお祈りいたします。
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目　　　　　　次

　徳島県行政書士会の「行政書士　とくしま」も関係者の皆様のご協力により、189号を発刊するこ
とができました。ここに厚く御礼申し上げます。
　さて、2020年から始まったコロナ禍は、既に 3年が経とうとしていますが、終息するまで至ってい
ません。この間、私たちの生活スタイルが大きく変わり、「withコロナ」と言われる時代になってき
ました。これまで国際社会の中で日本はデジタル化が遅れているといわれてきましたが、皮肉なこと
にコロナによって一気にデジタル化が進みました。買い物するときは現金で支払うのが主流でしたが、
スマートフォンを使って非接触で決済するようになりました。また、ポイントが付与されるようにな
り、貯まったポイントで買い物をする所謂「ポイ活」も多くの方が利用するようになりました。仕事
においては、これまで対面で協議していたものがWeb方式になり、移動しなくても協議できる「ど
こでもドア」のようになりました。確かに便利で移動時間や交通事故のリスクは回避できましたが、
重要な案件は対面しないと真意が伝わらないと思うのは私だけでしょうか。国が進めるDXはどこま
で進んでいくのでしょうか。我々行政書士は、時代の変化に取り残されないよう新しいものを取り入
れ、サービスを充実していかなければならないことは自明です。しかし、年齢とともに新しいものに
対して心のどこかに拒否感があるのも事実と思います。誰が言ったか「昭和は遠くなりにけり」愚痴
をこぼしてしまいました。ご笑覧ください。
　最後になりましたが、協賛広告にご協力いただきました企業様、多忙ななか掲載文に協力していた
だきました先生方、会報発行にご協力いただきました関係各位、理事の方々に厚く御礼申し上げます。

（徳島南部支部　平尾 芳典）
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